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国定公園内の
野生動物に関するデータ収集

地域のデータベース構築と
人と人がつながる場の創出

2024年度学生とともにのばす京都プロジェクト

「ビジターセンター×京大×未来知プロジェクト」
 石原正恵・太田果南（京都大学）

目的
京都丹波高原国定公園は京都府の
北東部に位置する。

ビジターセンターは、国定公園の
優れた風景地の保護とその利用の
増進を図り、地域の発展に寄与する
ための業務を実施している。

芦生研究林は国定公園の中でも特に自然を保護するエリアとなっている。
また「森里海連環学」を提唱し、森と人とのつながりの再構築による豊か
な森と持続的な人間社会の創出を目指している。

京大フィールド科学教育研究センターは、2022年に京都丹波高原国定公
園ビジターセンター運営協議会と包括連携協定を締結し、共同して事業を
展開してきた。

京都丹波高原国定公園において、
 1. 自然環境や文化に関するデータ収集
 2. 自然と人をつなぐ情報発信を共同で実施
国定公園の利活用を促進する。

京大実習「森里海連環学III」 2025年2月18〜20日実施

今後、ビジターセンター美山観光
まちづくり協会なでの掲載を予定

京都大学農学部、法学部、総合人間学部、工学部、理
学部の１〜４回生9名

美山町内の
かやぶきの里を
見学

人と自然の調和の
ある暮らしを学ぶ

地域の課題を美山観光まちづくり協
会のスタッフから学ぶ

観光客、学生などの関係人口になり
うる人たちへ、どのような魅力を提
案するかを議論

https://www.pref.kyoto.jp/shizen-koen/tamba.html

芦生研究林

謝辞：本プロジェクトは学生とともにのばす京都プロジェクトの助成をうけて実施しました。また多くの地域関係者の皆様にご協力いただきました。

ウェブサイトやSNSに
掲載する文章を作成

芦生研究林内で
植物・動物・菌類を学ぶ

原生的な森と温暖化影響
生物多様性

美山町内の限界集落を訪
れ、歴史、文化、現在の
課題を学ぶ

芦生山村活性化協議会の
メンバーから、栃の実を
用いた伝統文化の継承、
地域づくり、栃の森の保
全について講義をうけ、
栃へし（栃の皮むき）を
体験
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The Ashiu Forest Research Station is a facility for education and research of Kyoto University, and from the 

viewpoint of nature conservation, public use is permitted only on some trails. There have been accidents, slides, 

falling rocks, and fallen trees, and some fatalities have occurred. The forest is out of cell phone range. Bears, wild 

boar and pit vipers can be seen in the area. 

 

Guided tour is recommended for your safety and access to the various trails. 

TEL: +81-80-6059-8876 

Association for Permitted Tour Organizations  

 

Only the red trails shown on the map are allowed to hike. 

 
Day trip, on foot only. 

Late April to early December, until sunset. Camping prohibited.  

Automobiles, bicycles, and motorcycles prohibited. 

 

Please submit the application form on the reverse side to the office or the application box. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Regulation 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The Ashiu Forest Research Station accepts no responsibility for any accidents and damage 

due to the entry. 

Donate  

 

 

 

To Conserve the Forest 

Check  

 

 

 

Latest Information 

 

Do NOT collect plants and rocks. 

 

Do NOT catch animals, insects and fish. 

 

Do NOT feed wildlife. 
 
Pack out all trash. 

Washing in stream water is prohibited.  

 

Stay on the trail. 

 

Smoking is strictly prohibited. 

 

No fire. 

 

Pets are NOT allowed. 

 Ashiu Forest Research Station, 

Kyoto University 

TEL : 0771-77-0321 

Office hours: 8:30〜17:15 on 

weekdays 

 

インバウンドにも対応するため、日本語版と英語
版を作成。ルートを制限して保全と利用のバラン
スを図る

自然科学と人文社会学の文献749件を検索可能

太田果南（2025）原生的な森林における中・大型哺乳類の活動と人為影響−芦生研究林の事例−京都大学修
士論文

伝統文化の保全に対する地域住民の姿勢

日本各地で様々な文化が生まれ、育ち、継承されてきま
した。しかしながら、文化のもつ伝統性は、その文化の魅力
を幅広い層に伝えようとする過程で、多かれ少なかれ変貌
してしまいます。現に京都の市街地では、観光客向けに、
伝統的な食、芸能等を残しつつも、あまり目につかない部
分は、元とは別物と言っていいほどに変えられていることが
少なくありません。そして、一般住民がその文化の担い手と
なることはまずありません。文化を保有する人々の精神性と
言ったものが、ないがしろにされているように感じます。

美山という場所は、こうした伝統文化の変化の度合いが、
比較的小さいのではないかと思います。もちろん、暮らしや
すくするために様々な技術を導入してはいるようですが（囲
炉裏を囲んで……という家はもうほとんどないと聞きました）、
かやぶきの建築様式を残す集落や、栃をへすという作業を
手で行う集落があります。それだけではありません。景観の
保全のための除草などの活動や、地域のお祭りには、そこ
に住む人たちが大いに関わっています。このような、地域住
民が主体となって自分たちの持つ伝統の保持に取り組む、
というのは、日本、あるいは世界で見ても非常に珍しいこと
であるだけでなく、地域の人々が「この伝統を守るんだ」とい
う意識を持っている点で、この上なく尊いことであると思いま
す。

実習にて、私たち学生は栃へしを体験しましたが、指導
をしてくださったご老人が「いずれ栃へしの文化は消えてし
まうのかもしれないけれど、それでもあがかないといけない」
とおっしゃったのが、とても印象に残っています。「あがく」と
いう言葉の必死さが、胸に突き刺さりました。どうにか伝統を
維持しようとする人がいて、そうした方々の努力によって、辛
うじて伝統が保たれている。そこで生きる人々の精神と伝統
文化とのあいだに強固なつながりがある、ということこそが、
都会にはない美山の魅力なのではないでしょうか。
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